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図書室からのオススメ本  💧 高学年 💧  2020.6① 

「あっ、雨だ！」 

高い空からやってくる雨。この水はどこへ行くんだろう？ 

水は、旅をしている。地上から、空へ。空から、地上へ。 
 

地球上の水の総量は少なくとも３８億年前からほぼ一定であ

るとされています。世界と私たちは時空を超えて水を通してつな

がっているのです。この絵本は水の旅をステキなイラストとわか

りやすい説明で案内してくれています。日常ではなかなか気に

とめない雨の壮大な旅を、あなたも感じてみてください。 

 

運動場に雨がふると、土のにおいがすると詩を書いたの

は生まれつき目の見えないマシオ。目が見えなくてもその

ほかの感覚で色々なことを感じることができるのです。 

見えないけれど感じている。空の星の声、風のかたち。 

見えているわたしたちが気づいていない世界を教えてくれ

る絵本です。ぜひ声に出して読んでみて、すてきな言葉の

響きを感じてください。 

スカイハイツマンションに1人で住む不思議な人“雨森さん”。 

一郎たちスカイハイツに住む子どもたちが公園で遊んでいる

ところを雨森さんが横切ると急な雨が！ 

すべり台の下のトンネルへにげこんだ子どもたちが雨やどりを

しながらひとりひとり話したちょっと不思議なお話はみんな“雨

森さん”につながっていました。 

雨森さんとそれぞれの子どもたちとの不思議で心がホワホワ

するお話と、引っ越していく雨森さんへの子どもたちからのメッ

セージとなる最後のお話。 

読み終わった後に心がじんわり優しい気持ちになれる本です。 

おまけのお話、“下の景色”もオチがいい味出してますよ。 

  

 


